
（１）

　

厚
生
労
働
省
の
中
央
最
低
賃
金

審
議
会
が
７
月
28
日
、
２
０
２
３

年
度
の
地
域
別
最
低
賃
金
の
目
安

に
つ
い
て
、
全
国
平
均
で
現
在
の
時

給
９
６
１
円
か
ら
41
円
引
き
上

げ
、
１
０
０
２
円
と
す
る
こ
と
を

決
め
た
。上
げ
幅
を
時
給
表
示
と

し
た
02
年
度
以
降
最
大
と
な
り
、

初
め
て
千
円
台
に
到
達
し
た
。北

海
道
の
上
げ
幅
は
40
円
で
、こ
の
ま

ま
反
映
さ
れ
れ
ば
現
在
の
９
２
０

円
か
ら
９
６
０
円
に
上
が
る
。

　

引
き
上
げ
額
の
目
安
は
、こ
れ
ま

で
都
道
府
県
を
４
区
分
で
提
示
し

て
い
た
が
、本
年
か
ら
格
差
是
正
を

進
め
る
た
め
３
区
分
で
示
さ
れ

た
。東
京
や
大
阪
な
ど
Ａ
ラ
ン
ク
の

６
都
府
県
は
41
円
、
北
海
道
や
静

岡
な
ど
Ｂ
ラ
ン
ク
の
28
道
府
県
は

40
円
、
大
分
や
高
知
な
ど
Ｃ
ラ
ン

　

日
本
の
最
低
賃
金
が
全
国
平
均

で
よ
う
や
く
時
間
当
た
り
１
０
０

２
円
に
な
る
よ
う
厚
労
省
の
審
議

会
で
決
ま
っ
た
。前
年
に
比
べ
て
加

重
平
均
で
41
円
引
き
上
げ
と
の
こ

と
。こ
れ
か
ら
道
内
で
の
審
議
を
待

つ
わ
け
だ
が
、い
ま
だ
に
１
０
０
０

円
に
は
到
達
し
な
い
よ
う
だ
。今

年
の
春
闘
が
定
昇
込
み
で
３
％
台

の
後
半
だ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
の

４
％
台
の
引
き
上
げ
だ
っ
た
が
、初

め
か
ら
１
０
０
０
円
へ
の
引
き
上

げ
は
不
可
避
と
見
ら
れ
て
い
た
。問

題
は
、
こ
れ
か
ら
先
ど
う
な
る
の

か
。１
０
０
０
円
で
は
先
進
国
で

は
低
い
し
、お
隣
の
韓
国
に
も
及
ば

な
い
。労
働
力
不
足
の
時
代
、
賃
金

を
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
必
要
な
労

働
者
が
集
ま
ら
な
い
時
代
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
中
小
企
業
に
と
っ
て

は
低
賃
金
で
は
経
営
を
維
持
で
き

な
い
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
。Ａ
Ｉ

の
活
用
は
も
と
よ
り
、労
働
者
の
能

力
を
ど
う
引
き
上
げ
て
い
け
る
の

か
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
ま
さ
に
経

営
力
が
試
さ
れ
る
時
代
に
突
入
し

始
め
て
い
る
の
だ
と
思
う
。（
峰
）

中
央
最
賃
全
国
平
均
１
０
０
２
円

10
月
か
ら
道
内
は
40
円
引
き
上
げ
で
９
６
０
円
か

ク
の
13
県
は
39
円
と
し
た
。目
安

通
り
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
、
最

も
高
い
東
京
は
１
１
１
３
円
、
最

も
低
い
沖
縄
な
ど
９
県
は
８
９
２

円
と
な
り
、
地
域
間
格
差
は
２
２

１
円
と
、
現
在
よ
り
２
円
拡
大
す

る
。そ
の
た
め
、
賃
金
の
高
い
地
域

へ
労
働
力
の
移
動
が
進
み
、
一
層
の

人
手
不
足
を
招
く
と
危
惧
す
る
地

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　年　度 最低賃金額 引上額（円） 引上率（％）
 時間額（円）

平成 24 年 ７１９ １４ １．９９

平成 25 年 ７３４ １５ ２．０９

平成 26 年 ７４８ １４ １．９１

平成 27 年 ７６４ １６ ２．１４

平成 28 年 ７８６ ２２ ２．８８

平成 29 年 ８１０ ２４ ３．０５

平成 30 年 ８３５ ２５ ３．０９

令和元年 ８６１ ２６ ３．１１

令和 2年 ８６１ 据え置き 0

令和３年 ８８９ ２８ ３．２５

令和４年 ９２０ ３１ ３.４９

北海道最低賃金の推移

＊北海道内の事業者で働くすべての労働者（約２１０万人）に適用される。

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

ゴルフコンペ参加者募集

料金 7,300円

北海道商工連盟

９月7日（木）
ダイナスティゴルフクラブ北広島      申込締切８月31日
　（北広島市仁別 82番 4　電話 011-376-2611）

８時０７分　第 1組目スタート

お知らせ

会費 3,000円 （弁当・ワンドリンク・ロッカー代含む）
表彰式は昼食会を兼ねてクラブハウスで実施

 ８月（No.494号）
2023 年（令和 5年）８月10日
発 行 人
　北 海 道 商 工 連 盟 ・ 同 協 同 組 合
　札幌市中央区北 4条 12 丁目 ほくろうビル
　電話（代）211-4162   FAX 233-2120
                ＨＰ http://www.dousyoukouren.com
               Ｅ-mail:info@dousyoukouren.com
毎月10 日発行 /１部 130 円（年 1，500 円）

（毎月の購読料は会費に含まれています）



（２）

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

方
経
済
界
の
声
も
あ
る
。

 
北
海
道
審
議
会
の
決
着
は
す
ぐ

　

中
央
審
議
会
の
決
定
を
受
け

て
、
北
海
道
労
働
局
長
の
諮
問
機

関
・
北
海
道
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
は
同
31
日
、
２
０
２
３
年
度
の

道
内
の
最
低
賃
金（
時
給
）を
決
め

る
議
論
を
始
め
た
。中
央
審
議
会

の
目
安
額
を
、そ
の
ま
ま
反
映
さ
せ

て
も
道
内
の
最
低
賃
金
は
９
６
０

円
と
１
０
０
０
円
に
は
届
か
な

い
。審
議
会
は
８
月
上
旬
の
答
申

（
昨
年
は
８
月
10
日
）
へ
、
10
月
実

施
の
予
定
で
審
議
し
て
い
る
。

　

北
海
道
の
審
議
会
で
は
、
ま
ず
、

労
使
双
方
の
委
員
が
９
２
０
円
か

ら
の
引
き
上
げ
幅
を
ど
う
す
る
か

意
見
を
主
張
し
た
。

　

労
働
者
側
委
員
は
、
最
近
の
消

費
者
物
価
指
数
が
対
前
年
同
月
比

４
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
こ
と

や
、
道
内
で
働
く
４
人
に
１
人
が

年
収
２
０
０
万
未
満
だ
と
し
て

「
ま
ず
は
千
円
（
の
最
低
賃
金
）
を

ク
リ
ア
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
た
。

　

使
用
者
側
委
員
は
「
企
業
体
力

以
上
の
賃
上
げ
を
強
い
ら
れ
て
い

る
厳
し
い
経
営
状
況
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
主
張
。道
内
企
業

の
倒
産
件
数
が
増
え
て
い
る
こ
と

や
、
賃
金
上
昇
を
受
け
企
業
が
求

人
を
控
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
デ
ー
タ
を
示
し
た
。

　

北
海
道
審
議
会
の
答
申
は
、
こ

の『
道
商
工
連
』８
月
号
の
発
行
日

で
あ
る
８
月
10
日
ご
ろ
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
北
海
道
を
含
む
全
国

の
正
確
な
引
上
げ
額
は
次
号
で
お

知
ら
せ
す
る
予
定
だ
。北
海
道
は

昨
年
、
格
差
是
正
の
た
め
中
央
が

示
し
た
目
安
額
よ
り
１
円
高
く
な

っ
た
。

最
賃
も
政
府
主
導
の
引
上
げ

　

本
年
の
最
賃
に
つ
い
て
は
春
闘

と
同
様
に
、
個
人
消
費
の
拡
大
が

景
気
浮
揚
に
不
可
欠
と
す
る
政
府

主
導
の
動
き
が
顕
著
だ
っ
た
。岸
田

首
相
は
今
年
４
月
の
段
階
で
、
労

働
界
と
経
済
界
の
代
表
を
前
に
最

賃
に
つ
い
て「
今
年
は
１
０
０
０
円

を
達
成
す
る
こ
と
も
含
め
て
し
っ

か
り
と
議
論
い
た
だ
き
た
い
」と
機

先
を
制
す
る
よ
う
な
発
言
を
し
て

い
た
。そ
の
後
も
記
者
会
見
で
同

ランク 目安額 都道府県

各地の現在の最低賃金と引上げ額の目安
カッコ内は現在の最低賃金（時給）、単位は円

Ａ

Ｂ

Ｃ

40円

39円

埼玉（987）、千葉（984）、東京（1072）、
神奈川（1071）、愛知（986）、大阪（1023）

青森（853）、岩手（854）、秋田（853）、
山形（854）、鳥取（854）、高知（853）、
佐賀（853）、長崎（853）、熊本（853）、
大分（854）、宮崎（853）、鹿児島（853）、
沖縄（853）

北海度（920）、宮城（883）、福島（858）、
茨城（911）、栃木（913）、群馬（895）、
新潟（890）、富山（908）、石川（891）、
福井（888）、山梨（898）、長野（908）、
岐阜（910）、静岡（944）、三重（933）、
滋賀（927）、京都（968）、兵庫（960）、
奈良（896）、和歌山（889）、島根（857）、
岡山（892）、広島（930）、山口（888）、
徳島（855）、香川（878）、愛媛（853）、
福岡（900）

41円



３
　

韓
国
・
高
麗
大
学
量
子
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
が
「
常
温
常

圧
超
伝
導
」
物
質
「
Ｌ
Ｋ
│
99
」

を
開
発
し
た
と
韓
国
で
報
じ
ら
れ

た
。
物
質
は
鉛
ア
パ
タ
イ
ト
に
似

た
六
方
晶
構
造
を
持
ち
、
一
部
の

鉛
原
子
が
銅
に
置
き
換
わ
っ
て
い

る
。
合
成
方
法
は
比
較
的
簡
単
で
、

ラ
ナ
ル
カ
イ
ト
と
リ
ン
化
銅
を
混

合
し
て
加
熱
す
る
だ
け
だ
と
い
う
。

　

８
月
３
日
、
韓
国
超
伝
導
低
温

物
理
学
会 (

Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｃ)

が
検
証
委

員
会
を
結
成
し
て
取
り
組
む
方
針

を
明
ら
か
に
し
た
。

　

常
温
超
電
導
が
実
現
す
れ
ば
、

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
全
く
無
損
失

で
転
送
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

電
力
網
で
電
気
抵
抗
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
損
失
が
ゼ
ロ
に
な
れ
ば
、

効
率
が
大
幅
に
向
上
す
る
。
ま
た
、

超
伝
導
体
は
、
電
流
が
無
損
失
で

流
れ
る
だ
け
で
な
く
、
強
力
な
磁

場
を
生
成
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
と
い
う
。
常
温
超
電
導
が
可
能

に
な
れ
ば
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
よ
う
な
医
療

装
置
や
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー

な
ど
、
強
力
な
磁
場
が
必
要
な
多

く
の
技
術
が
改
善
さ
れ
、
進
化
す

る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、

超
伝
導
を
利
用
し
て
量
子
ビ
ッ
ト

を
形
成
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
、

冷
却
装
置
が
ビ
ル
の
よ
う
に
巨
大

に
な
る
の
だ
が
、
常
温
超
電
導
が

常
温
常
圧
の
超
電
導
物
質
開
発
か

韓
国
・
高
麗
大
学
の
研
究
者
が
論
文
発
表

実
現
す
れ
ば
、
よ
り
簡
易
な
冷
却

シ
ス
テ
ム
で
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
、
よ
り
実
用
的
な
技
術
に
な

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

他
の
大
学
や
研
究
機
関
に
よ
る

検
証
が
進
ん
で
い
る
が
、
４
週
間

以
内
に
も
国
際
学
術
誌
に
論
文
が

掲
載
さ
れ
る
と
い
う
。
世
界
中
で

　

代
替
肉
は
、
畜
産
に
伴
う
環
境

負
荷
、
動
物
倫
理
な
ど
の
解
決
策

と
し
て
注
目
さ
れ
、
需
要
が
急
激

に
増
え
て
い
る
。
代
替
肉
に
は
大

き
く
分
け
て
二
種
類
あ
り
、
大
豆

な
ど
の
植
物
性
原
料
を
使
い
、
肉

の
食
感
に
近
づ
け
た
プ
ラ
ン
ト

ベ
ー
ス
（
植
物
由
来
）
食
品
と
、

方
様
の
フ
レ
ー
ズ
を
繰
り
返
す
な

ど
、経
営
者
側
の
外
堀
が
半
ば
埋
め

ら
れ
た
よ
う
な
形
と
な
っ
て
い
た
。

　

た
だ
、
１
０
０
０
円
を
達
成
し

て
も
、日
本
の
最
低
賃
金
は
海
外
の

先
進
国
と
比
べ
る
と
低
い
。厚
労
省

の
４
月
時
点
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、

英
国
１
７
４
３
円
▽
フ
ラ
ン
ス
１

６
６
８
円
▽
ド
イ
ツ
１
７
７
６
円

▽
米
国
９
７
３
円
▽
韓
国
９
６
２

円
。米
国
は
連
邦
最
低
賃
金
の
ほ

か
に
、
独
自
に
設
定
す
る
州
や
市

な
ど
が
あ
り
、
２
０
０
０
円
を
超

え
る
地
域
も
あ
る
と
い
う
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
２
０
０
０

円
を
超
え
て
い
る
の
で
、
日
本
人
の

若
い
労
働
力
が
、
語
学
を
学
び
な

が
ら
働
く
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

な
ど
の
利
用
で
流
出
し
て
い
る
と

い
い
、
外
国
人
技
能
実
習
生
を
送

り
出
し
て
き
た
国
々
で
も
賃
金
の

安
い
日
本
を
敬
遠
す
る
傾
向
が
出

て
き
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
日
本
の

低
賃
金
構
造
は
い
つ
ま
で
も
放
置

は
で
き
な
い
。

　

日
本
の
地
域
経
済
と
雇
用
の
大

部
分
を
支
え
る
中
小
・
小
規
模
事

業
者
の
支
援
を
、政
治
が
し
っ
か
り

行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
大
企

業
だ
け
が
君
臨
し
て
利
益
を
独
占

す
る
の
で
は
な
く
、利
益
の
適
正
配

分
や
、
物
価
上
昇
分
や
賃
上
げ
額

が
正
当
に
価
格
転
嫁
で
き
る
日
本

の
経
済
構
造
を
つ
く
り
上
げ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。７
月
28
日
、
札

幌
地
区
労
働
組
合
総
連
合
な
ど

は
、
札
幌
市
中
央
区
で
デ
モ
行
進

し
、
道
内
の
最
低
賃
金
を
現
在
の

９
２
０
円
か
ら
１
５
０
０
円
に
引

き
上
げ
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

新技術

温
暖
化
阻
止
へ
植
物
性
代
替
え
肉

ひ
き
肉
や
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
製
品
多
様
に

環　境

検
証
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
ロ
イ
タ
ー
は
「
ま
だ
論
文

の
検
証
が
不
十
分
な
上
、
常
温
常

圧
超
電
導
体
は
発
見
が
報
じ
ら
れ

て
も
後
で
否
定
さ
れ
る
流
れ
が
繰

り
返
さ
れ
て
き
た
だ
け
に
、
科
学

者
は
慎
重
な
姿
勢
を
崩
し
て
い
な

い
」
と
同
日
、報
じ
て
い
る
。（
青
）

動
物
の
細
胞
を
培
養
し
て
作
る
培

養
肉
な
ど
動
物
細
胞
ベ
ー
ス
だ
。

　

後
者
は
ま
だ
一
般
的
に
は
流
通

し
て
い
な
い
か
ら
、
普
通
は
植
物

性
の
代
替
肉
で
あ
る
。
代
替
肉
市

場
は
国
際
的
に
拡
大
し
て
お
り
、

政
府
に
よ
る
投
資
も
行
わ
れ
、
特

に
オ
ラ
ン
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

７
か
国
は
積
極
的
で
、
代
替
肉
へ

の
投
資
は
７
カ
国
で
８
億
ド
ル
を

超
え
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

原
料
は
大
豆
や
小
麦
な
ど
の
植

物
繊
維
を
活
用
し
て
、
肉
に
近
い

味
や
食
感
を
再
現
し
て
い
る
。
製

品
に
は
、
ア
レ
ン
ジ
し
や
す
い
ひ

き
肉
タ
イ
プ
や
、
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど

多
種
多
様
だ
。

　

日
本
で
も
ス
ー
パ
ー
で
購
入
で

き
る
お
す
す
め
商
品
が
た
く
さ
ん

あ
る
が
、
味
は
個
人
的
な
好
み
に

よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
実
際
に
試

し
て
み
る
の
が
一
番
の
よ
う
だ
。

　

今
夏
は
、
ウ
ナ
ギ
の
か
ば
焼
き

に
も
植
物
性
の
代
替
え
品
が
販
売

さ
れ
て
い
る
。
技
術
は
日
々
改
良

さ
れ
、将
来
は
明
る
そ
う
だ
。（
青
）



（４）

北 海 道 商 工 連 盟

理　事　長　　　勝　部　賢　志　　参議院議員

副 理 事 長　　　峰　崎　直　樹　　元参議院議員

　同　上　　　　井　上　博　己　　北海道ユニオンサービス㈱ 代表取締役社長

　同　上　　　　段　坂　繁　美　　㈱あすなろサッポロ 代表取締役

　同　上　　　　藤　原　広　昭　　藤原広昭事務所・札幌市議会議員

専 務 理 事　　　髙　柳　　　薫　　北海道商工連盟協同組合

理 　 　 事　　　徳　永　エ　リ　　参議院議員

参 　 　 事 　 　辻　村　祐　一　　辻村祐一社会保険労務士事務所 所長

事務局・理事　　　青　木　和　弘　　オフィスＡＷＯ 代表

事　務　局　　　山　木　　　晶　　北海道商工連盟協同組合

北海道商工連盟協同組合
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副　会　長　　　徳　永　エ　リ　　参議院議員

　同　上　　　　勝　部　賢　志　　参議院議員

　同　上　　　　坂　本　孝　司　　札建工業㈱ 代表取締役

　同　上　　　　若　杉　充　宏　　函館商工連盟 理事長
　同　上　　　　沖　田　龍　児　　苫小牧商工連盟 理事長

　同　上　　　　段　坂　繁　美　　㈱あすなろサッポロ 代表取締役

　同　上　　　　井　上　博　己　　北海道ユニオンサービス㈱ 代表取締役社長

　同　上　　　　藤　原　広　昭　　藤原広昭事務所・札幌市議会議員

専 務 理 事　　　髙　柳　　　薫　　北海道商工連盟

事務局・常任理事　　　青　木　和　弘　　オフィスＡＷＯ 代表
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